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●主な内容
・子育てを応援「あそびのひろば」･･･p. ２

・住民税の還付を受けるには　　　･･･p. ３

・改正道交法が施行されました　　･･･p. ５

・生き活きクラブのご案内　　　　･･･p.12

平成20年　水無月

6
No.27

６月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口43,212人（+24）　男21,608人（+18）　女21,604人（+6）・世帯数14,759世帯（+35）

　

　どう
やって

　植え
るの？

？

広
報

”コシヒカリオーナー”   家族で田植え初体験！（関連記事：６ページ）
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遊
び
に
来
て
ね
！

  

「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」

　　　　　　　  月・活動時間

保育所・申し込み先
７　　月

午前９時30分～ 11時
８　　月

午前９時30分～ 11時
９　　月

午前９時30分～ 11時

伊奈第１保育所
　山王新田1253(☎58-2422)

１８日(金)
夏まつり

４日(月)
砂あそび、水あそび(※)

８日(月)
手あそび、ふれあいあそび

伊奈第２保育所
 　小張4705(☎58-1025)

１８日(金)
夏まつり

５日(火)
水あそび(※)

９日(火)
体操、砂あそび

伊奈第３保育所
長渡呂新田715(☎58-1597)

１６日(水)
体操、砂あそび

６日(水)
しゃぼん玉、プールあそび

10日(水)
運動あそび

伊奈第４保育所
　狸穴1072-14(☎58-6002)

８日(火)
手あそび、紙芝居

12日(火)
水あそび(※)

９日(火)
作ってあそぼう

谷和原第１保育所
仁左衛門新田641(☎52-2100)

８日(火)
砂あそび

５日(火)
水あそび(※)

９日(火)
手あそび、ふれあいあそび

谷和原第２保育所
　小絹415(☎52-4217)

１7日(木)
夏まつり

６日(水)
水あそび(※)

12日(金)
スタンプあそび

　

市
立
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
関

す
る
知
識
、
経
験
、
技
術
な
ど
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
提
供
し

て
、
保
護
者
の
方
の
子
育
て
に
対
す

る
負
担
や
不
安
な
ど
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
、「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
市
内
６
カ
所
の
市

立
保
育
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
と
日

程
を
決
め
て
、
同
年
齢
の
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で
、
保
護
者
が

活動予定（７月～９月）

※水あそびに参加する場合は、着替えとタオルをお持ちいただき、汚れてもよい服装でお越しください。

●参加対象　出産前後の妊産婦および就学前の乳幼児とその保護者

子
ど
も
の
遊
ば
せ
方
や
か
か
わ
り
方

を
知
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
と
あ
わ

せ
て
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や
悩
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
語
り
合
う
保
護

者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
利
用
に
な
り
た
い
保
育
所
に
、           

　

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の

方
が
知
り
合
う
場
と
し
て
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ園

庭
を
開
放

　
　
　

し
て
い
ま
す

テ
ィ
の
場
と
し
て
、
保
育
所
の
園
庭

●
開
放
期
間
お
よ
び
時
間　

　

 

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

●
利
用
方
法

　

希
望
す
る
保
育
所
に
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

を
開
放
し
て
い
ま

す
。

　

広
い
園
庭
で
、
砂

場
や
ブ
ラ
ン
コ
、
す

べ
り
台
な
ど
を
使
っ

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
！

子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
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申告期間
7月１日㈫ 
 ～ 31日㈭

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率
の

変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の
影

響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変
更
に

よ
っ
て
税
負
担
の
増
加
の
影
響
だ
け

を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

納
付
さ
れ
て
い
る
平
成
19
年
分
の
住

民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ
り
増

額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を
還
付

し
ま
す
。

　

こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。

●
申
告
方
法

　
「
減
額
申
告
書
（
※
）」
お
よ
び
「
印

鑑
」
を
お
持
ち
の
う
え
、
伊
奈
庁
舎

税
務
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
日

曜
日
開
庁
時
お
よ
び
谷
和
原
庁
舎
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
申
告
先
は
、
平
成
19
年
度

分
住
民
税
を
課
税
し
た
市
区
町
村

（
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
に
住
ま

わ
れ
て
い
た
市
区
町
村
）
と
な
り
ま

す
の
で
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
居

さ
れ
て
き
た
方
は
、
申
告
先
を
お
間

違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
で
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
申
告
期
間

　

７
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭(

土
日
祝

日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
「
減
額
申
告
書
」
は
、
平
成
20
年

　

度
（
平
成
19
年
分
）
の
確
定
申

告
、
住
民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
る

方
や
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

の
う
ち
、
還
付
の
対
象
と
な
る
方
に

お
送
り
し
ま
す
（
６
月
下
旬
送
付
予

定
）。

●
次
の
方
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

▼
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

▼
海
外
へ
転
出
さ
れ
て
、
平
成
20
年

1
月
１
日
現
在
に
国
内
に
住
ま
わ
れ

て
い
な
い
方

▼
寄
付
控
除
額
な
ど
の
人
的
控
除

（
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎

控
除
）
以
外
の
控
除
額
が
増
加
し
た

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ
っ

て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た

方

所得変動のモデルケース

◆ 夫婦給与収入500万円の場合 ◆

平成18年(度) 平成19年(度)

所得税 220,000 122,500

住民税 130,000 227,500

合　計 350,000 350,000

（単位：円）
平成19年(度)の所得税が

出ない場合

平成18年(度) 平成19年(度)
差　　額

税源移譲前の税率を適用 税源移譲後の税率を適用
所得税 　　　 0             0 0

住民税 130,000 227,500 97,500

合　計 350,000 227,500 97,500

還付されます

◆問い合わせ先

　伊奈庁舎税務課
　　☎ 58 ‐2111
　（内線 1132 ～ 1134）         

所
得
変
動
に
よ
る
住
民
税
の
還
付
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
告
が
必
要
で
す

19
年
中
に
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
へ
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公共下水道区域にかかる
都市計画区域の変更について

庁舎配置図

 

●伊奈庁舎
 

1 階平面図
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本
年
度
、
市
の
機
構
改
革
を
行
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
伊
奈
庁
舎
１
階
に
お
け
る
部
署
の
配
置

に
つ
い
て
、
６
月
30
日
か
ら
一
部
変
更
を
行
い

ま
す
（
左
図
参
照
）。

　

な
お
、
4
月
に
は
、
生
活
環
境
課
が
伊
奈
庁

舎
か
ら
谷
和
原
庁
舎
へ
配
置
変
更
を
済
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

ご
利
用
に
な
る
場
合
に
は
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

人
事
考
課
制
度
ス
タ
ー
ト

　

市
で
は
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た

「
人
事
考
課
制
度
」
を
４
月
１
日
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
年
功
序
列
型
か
ら

年
功
序
列
型
か
ら
能
力
・
成
果
主
義
型
へ

◆問い合わせ先

　伊奈庁舎人事課
　　☎ 58 ‐2111
　　　（内線 1221）         

能
力
・
成
果
主
義
型
へ
と
、
給
与
制

度
の
転
換
を
図
る
も
の
で
、
職
員
の

能
力
向
上
・
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
士

気
を
高
め
、
業
務
遂
行
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
、
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と

市
民
の
視

点
に
立
っ

た
効
率
的

行
政
運
営

を
推
進
し

て
い
き
ま

す
。

　市の公共下水道事業は、昭和60年１月に都市計画決

定を受けた谷和原村公共下水道を前身として、順次都市

計画区域の変更をしながら、下水道の整備を行ってきま

した。

　今回、さらなる下水道の推進を目的とした都市計画区

域の変更を予定しています。

　この都市計画区域変更に伴い、市民の皆さまにご意見

などをお伺いするために、次のとおり説明会を実施しま

すので、ぜひご参加ください。

【日　　時】　７月６日㈰　午前10時～

【場　　所】　谷和原庁舎２階大会議室

【追加地区】　南地区、小張地区の一部

　※上記地区以外にお住まいの方も参加できます。

◆問い合わせ先

 下水道課
（小絹水処理センター内）
　　☎ 52-3939         

―説明会のお知らせ―

１
月
に
実
施
し
た
考
課
者
に
対
す
る

研
修
会
の
よ
う
す

部署の配置が変わります 伊奈庁舎
　１　階

６月30日から
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保
護
者
は
、
児
童
お
よ
び
幼
児
を
自

転
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
自
転
車
に
乗
せ
る
と
き
」
と
は
、

次
の
場
合
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

①
補
助
い
す
な
ど
に
乗
せ
る
と
き

②
自
転
車
を
運
転
さ
せ
る
と
き

改
正
３　

後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

後
部
座
席
な
ど
、
運
転
席
・
助
手

席
以
外
の
席
で
も
完
全
義
務
化
と
な

り
ま
し
た
。
高
速
道
路
な
ど
で
違
反

し
た
場
合
は
、
運
転
者
に
行
政
処
分

の
点
数
が
付
さ
れ
ま
す
。

改
正
４　

 

「
高
齢
運
転
者
標
識
」
の

表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

75
歳
以
上
の
運
転
者
は
、「
も
み
じ

マ
ー
ク
」
の
表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
運

転
者
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り

努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。

   
気
づ
か
ず
に 

違 

反 

し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜　
改
正
道
路
交
通
法
施
行　

〜

　
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路
交
通
法
の
主
な
改
正
点
お

よ
び
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 　
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
「
違
反
」

し
て
い
た
な
ど
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は

ま
る
場
合
、
普
通
自
転
車
が
歩
道
を

通
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
「
歩
道
通
行
可
」
の
標
識
な
ど
が

　

あ
る
と
き　
　

②
年
齢
13
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
幼

　

児
、
70
歳
以
上
の
人
な
ど
、
政
令

　

で
定
め
る
人
が
運
転
す
る
と
き

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み

　

て
、
や
む
を
得
な
い
場
合

改
正
２　

 

児
童
や
幼
児
が
自
転
車

に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

　

13
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
幼
児
の

改
正
１　

普
通
自
転
車
が
歩
道
を
通

行
で
き
る
条
件
が
変
わ
り
ま
し
た

改
正
５　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方

も
、
普
通
免
許
を
取
得
で
き
ま
す

　

適
正
検
査
の
合
格
基
準
を
満
た
さ

な
い
場
合
で
も
、
車
両
に
ワ
イ
ド
ミ

ラ
ー
を
装
着
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件

と
し
て
、
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
聴
覚
障

が
い
者
標
識
」
の

表
示
が
義
務
化
と

な
り
、
表
示
車
両

へ
の
幅
寄
せ
や
割

り
込
み
が
禁
止
と

な
り
ま
し
た
。

万全ですか？ 【防犯対策】
　あなたの防犯意識度チェック

　４月から５月にかけて、市内の店舗で強盗事件がありました。

　また、空き巣、忍び込み、車上狙い、自転車盗難も発生しています。

　「わたしだけ、わが家だけは大丈夫」と思っていませんか。決し

て他人事ではありません。ご自分の防犯意識をチェックしてみま

しょう。

①植え込みなどで、外から死角になってい

る場所はありませんか？

②家の周りに足場になるものや、窓を割る

道具になるものは置いていませんか？

③センサー付きライトや警報ブザーを付け

たり、敷地に玉砂利を敷いたりしています

か？

④ドアの鍵は、ピッキング（鍵を使わずに

開錠すること）対策がされているものを付

けていますか？

⑤補助錠を取り付けたり、防犯フィルムを

張ったりしていますか？

⑥「２階だから」「高層階だから」といって、

窓に鍵をかけ忘れていませんか？

⑦長期間留守にするとき、新聞・郵便をと

めていますか？

⑧ポストから、郵便物をまめに取り出して

いますか？（郵便物は、犯罪者の貴重な情

報源となってしまいます。）

◆問い合わせ先

　谷和原庁舎生活環境課
　　☎ 58 ‐2111
　（内線 8137 ～ 8138）         

⑨車を離れるときは、貴重品を車内に置か

ず、窓を閉め、鍵を抜いて、ドアに鍵をか

けていますか？　（ドアの鍵をかけないと、

被害にあう確率が高くなります。）

⑩バイクや自転車は、ワイヤー錠やチェ

ーン錠を使用して、二重以上の鍵をかけて

いますか？

⑪バイクや自転車の防犯登録を済ませて

いますか？

⑫照明や警備の行き届いた駐車（輪）場

を使用していますか？

＜チェック項目＞
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◆
瑞
宝
双
光
章
・
厚
生
行
政
事
務
功
労

　

萩は
ぎ

原は
ら　

廣ひ
ろ

茂し
げ

氏　

元
厚
生
省
大
臣
官
房
会
計
課
庁
舎
管
理
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絹
の
台
・
70
歳
）

　

萩
原
さ
ん
は
、
総
務
大
臣
官
房
審

査
室
長
補
佐
、
厚
生
省
大
臣
官
房
会

計
課
庁
舎
管
理
室
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
厚
生
行
政
業
務
に
29
年
間
に
わ

春
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

   

５
月
17
日
、
市
野
深
の
つ
く

ば
み
ら
い
市
コ
シ
ヒ
カ
リ
オ
ー

ナ
ー
体
験
ほ
場
（
90
ａ
）
で
、

県
内
外
か
ら
オ
ー
ナ
ー
と
家
族

約
２
４
０
名
が
参
加
し
、
快
晴

の
青
空
の
も
と
田
植
え
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

   

当
日
は
、
米
づ
く
り
の
プ
ロ
で

あ
る
認
定
農
業
者
の
張は
り

替が
え

文ふ
み

夫お

さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
、
初
め
て
の
田
植
え

を
体
験
し
、
安
全
安
心
な
米
づ

く
り
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

   

こ
の
事
業
は
今
回
が
１
回
目
。        

地
元
産
の
お
い
し
い
お
米
を
広

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
始
め
た

も
の
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
オ
ー
ナ
ー

の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
当
初

予
定
の
23
区
画
か
ら
80
区
画
に

増
や
す
ほ
ど
の
人
気
で
、
県
内

外
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

   

今
後
は
、
草
刈
り
作
業
を
体
験

し
、
秋
に
は
60
㎏
の
特
別
栽
培
米

（
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
が
慣

行
の
50
％
以
下
）
が
オ
ー
ナ
ー
に

進
呈
さ
れ
ま
す
。

〜
つ
く
ば
み
ら
い
市
産
の
お
い
し
い
お
米
づ
く
り
〜

コ
シ
ヒ
カ
リ
オ
ー
ナ
ー
家
族
が

初
め
て
の
田
植
え
体
験

米づくりの大変さと楽しさを味わうオーナー家族の皆さん

た
り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
喜
び
の
声
】

　
「
当
時
内
戦
中
だ
っ
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
ほ
か
の
国
と
の
契
約
行
為
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
を
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、
社
会

福
祉
法
人
竹
育
会
の
理
事
長
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。」

◆
瑞
宝
単
光
章
・
消
防
功
労

　

赤あ
か

川が
わ　

三さ
ぶ

郎ろ
う

氏　
元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
長　
（
伊
奈
東
・
65
歳
）

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
20
年
度
春
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

の
受
章
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
市
か
ら
2
人
の
方
が
受
章
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

　

赤
川
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
東
京

消
防
学
校
に
入
学
後
、
練
馬
消
防
署

を
始
め
と
し
て
、
大
森
消
防
署
、
上

野
消
防
署
な
ど
都
内
の
消
防
署
に
勤

務
さ
れ
、
平
成
15
年
３
月
に
東
京
都

消
防
庁
司
令
長
で
退
職
さ
れ
る
ま

で
、
40
年
間
に
わ
た
り
職
務
に
精
励

さ
れ
ま
し
た
。

【
喜
び
の
声
】

　
「
今
回
の
受
章
は
、
諸
先
輩
方
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
救
急
救

命
士
と
し
て
救
急
活
動
に
従
事
で
き

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。」

～ つくばみらいのわだい ～

市内の出来事
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お い し い お 茶 が で き ま し た
　

５
月
14
日
、
伊
奈
東
中
学
校
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
「
お

茶
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
年
生
の
恒
例
行
事
で
、
茶
の
産
地
だ
っ
た
同

地
域
の
伝
統
を
学
び
、
友
人
や
地
域
に
住
む
人
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。　

 　

お
い
し
い
お
米
が
実
り
ま
す
よ
う
に

〜　

小
学
生
が
田
植
え
体
験
学
習　

〜

　

前
日
に
つ
ん
で
お
い
た

柔
ら
か
い
新
芽
を
釜
で
蒸

し
、
お
茶
の
葉
を
乾
燥
さ

せ
る
道
具
「
ほ
い
炉
」
を

使
っ
て
、
根
気
よ
く
手
も

み
を
し
な
が
ら
炭
火
で

じ
っ
く
り
と
茶
葉
を
乾
燥

さ
せ
ま
し
た
。

　

初
め
て
お
茶
作
り
を
体

験
し
た
生
徒
た
ち
は
、
地

元
の
方
々
の
丁
寧
な
ご
指

導
の
も
と
、
戸
惑
い
な
が

ら
も
楽
し
く
元
気
に
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
き
た
て
の
茶
葉
を

使
っ
て
い
れ
た
お
茶
は
香

り
も
よ
く
、
ま
た
、
自
分

た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
た

ぶ
ん
味
も
格
別
で
、
た
く

さ
ん
の
生
徒
が
何
杯
も
お

替
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

残
っ
た
茶
葉
は
、
生
徒

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自
宅

に
持
ち
帰
り
、
家
族
で
味

わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

５
月
22
日
、
初
夏
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
晴
天
の
な
か
、
伊
奈
地
区

の
小
学
校
６
年
生
が
合
同
で
、
毎

年
恒
例
の
田
植
え
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
、
田
植
え
を
初
め
て
体
験

す
る
児
童
も
多
く
、
ぬ
か
る
ん
だ

田
ん
ぼ
の
感
触
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
元
気
よ
く
一
生
懸
命
に
苗
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

　

　

こ
れ
は
、
教
育
委
員
会
の
総
合
的

な
学
習
の
一
環
で
、
米
づ
く
り
な
ど

の
体
験
を
通
じ
て
、
農
業
や
食
物
の

大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
お
米

は
秋
に
収
穫
さ
れ
、
学
校
給
食
に
出

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

実
り
あ
る
秋
と
な
れ
ば
よ
い
で
す

ね
。

どろんこで田植え体験だ

根気よく手もみをしてつみたてのお茶に満足な笑顔
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～ つくばみらいのわだい ～

市内の出来事

走
っ
た     

跳
ん
だ     

投
げ
た　

市
立
小
学
校
陸
上
記
録
会

　

市
立
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

５
月
10
日
、
み
ら
い
平
地
区
で

市
主
催
に
よ
る
「
小
張
市
民
農
園

栽
培
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
参
加
者
が
農
作
業
に
汗
を
か

い
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
農
家
の
山や
ま

口ぐ
ち

進し
ん

司じ

さ
ん
が

講
師
と
し
て
苗
植
え
の
栽
培
指
導

を
、
茨
城
県
の
職
員
か
ら
は
農
薬

の
使
用
方
法
に
関
す
る
説
明
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

区
画
に
は
、
ま
だ
若
干
の
空
き

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
土

や
緑
に
親
し
み
な
が
ら
、
農
作
業

野
菜
作
り
を
体
験
し
ま
し
た

〜　

小
張
市
民
農
園
栽
培
講
習
会　

〜

　

５
月
16
日
に
市
内
全
小
学
校
の
代

表
が
参
加
し
た
陸
上
記
録
会
が
、
小

絹
小
学
校
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
28
日
に
は
、
市
内
全

市民農園栽培講習会のようす

市小学校陸上記録会

市中学校陸上競技大会

中
学
校
の
代
表
が
参
加
し
た
陸
上
競

技
大
会
が
、
常
総
運
動
公
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

１
０
０
ｍ
走
、
走
り
高
跳
び
、
走
り

幅
跳
び
、
ボ
ー
ル
ス
ロ
ー
、
砲
丸
投

げ
な
ど
を
種
目
と
し
て
、
選
手
た
ち

は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
自
己
記
録
を
更
新
し
よ
う

と
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
応
援
す
る
児
童
や
生
徒
の

ほ
か
、
保
護
者
も
多
数
か
け
つ
け
、

熱
の
こ
も
っ
た
声
援
を
送
っ
て
い
る

姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

に
よ
る
健
康
づ
く

り
や
新
鮮
野
菜
を

収
穫
で
き
る
楽
し

み
と
し
て
「
小
張

市
民
農
園
」
を
利

用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

※　

小
張
市
民
農
園
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
（
☎
58
‐

２
１
１
１
内
線
８
１
５
２
・
８
１
５
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収穫が楽しみですね
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④

優勝したフェニックスの皆さん(写真１)

話題を提供してください！
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②

③

⑤

④

グラウンド・ゴルフ大会表彰者の皆さん(写真２)

優勝した小絹ゴールデンズの皆さん(写真４)

優勝したフクちゃんの皆さん(写真６)

優勝したグリーンズチームの皆さん(写真３)

各種スポーツ大会結果　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

■つくばみらい市春季ソフトボール大会　　　　　　　　
　期日　４月13・20日　　　　　　　　　　　　　  　（写真１）

　結果　優　勝　フェニックス
　　　　準優勝　リリーズ

　　　　第３位　バースト・イーグルス

■第４回つくばみらい市グラウンド・ゴルフ大会
　期日　4月26日　  　　　　　　　　　　　　　　 　 （写真２）

　結果　男子の部　　　　　　　　 女子の部
　　　　優　勝　北

きた

泉
いずみ

　寅
とら

十
じゅう

郎
ろう

       優　勝　笠
かさ

見
み

　富
とみ

子
こ

　　　　準優勝　新
にっ

田
た

　文
ふみ

雄
お

　　　  準優勝　高
たか

島
しま

　サト

　　　　第３位　笹
ささ

川
がわ

　利
とし

政
まさ

　　 　 第３位　高
たか

橋
はし

　セツ

■第５回つくばみらい市ゲートボール選手権大会
　期日　４月27日　　　　　　　　　　　　　　　　   （写真３）

　結果 　優　勝　グリーンズチーム

■つくばみらい市ライオンズ杯（春季大会）
　期日　４月26・29日                                                     （写真４）

　結果　 優　勝　小絹ゴールデンズ

■つくばみらい市混合バレーボール大会
　期日　５月11日                                                             （写真５）
　結果　 優　勝　ZERO

　　　　 準優勝　サクシード

　　　　 第３位　シルキーズ・エンジェルス

■つくばみらい市春季ソフトバレーボール大会

    期日　５月25日　　　　　　　　　　　　　　          （写真６）

   結果　 優　勝　フクちゃん　（Dグループ）

優勝したＺＥＲＯの皆さん(写真５)
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保健だより
■平成20年度　健康相談のお知らせ
　ご自分やご家族の健康について「ちょっと気になる」ことはありませんか？

　健康相談では、保健師や管理栄養士が健康についてのご相談に応じるとと

もに、血圧や体脂肪の測定を実施しますので、体の健康チェックの機会とし

て、ぜひご利用ください。

＜健康相談＞

　随時行っていますので、まずはお気軽にお問い合わせください。

＜移動健康相談＞

　毎月市内の各会場を回りますので、お近くの会場へぜひおいでください。

健康相談の他にも、普段ご家庭でお飲みになっているみそ汁の塩分測定や、

肩やひざの痛み・転倒などを予防する簡単な体操も行います。

▼実施時間　　午前９時30分～ 11時30分

▼内　　容　　・保健師、管理栄養士による健康相談

　　　　　　　・シルバーリハビリ体操指導士による健康体操

　　　　　　　・各種検査（血圧測定、体重・体脂肪測定、尿検査、各家庭

　　　　　　　　の汁物の塩分チェック）

           ７～ 9月の実施日・会場

実施日 会　場

７月７日㈪ 古箸営農研修センター

８月１日㈮ 谷井田コミュニティセンター

９月８日㈪ 青木公民館

■婦人科医療機関検診（乳がん検診、子宮がん検診）のお知らせ

●医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行します。

★発行期間　平成21年２月27日㈮まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分

★有効期間　発行日から平成21年２月27日㈮まで

★申込方法　登録医療機関に予約後、受診券発行期間内に、負担金を持参のうえ、健康増進課窓口へお越しください。

検診項目および登録医療機関
【乳がん検診】　自己負担金 ： 超音波検査　１，２００円、マンモグラフィ検査　１，２００円
年齢区分 受けられる検査 登録医療機関
20歳～ 39歳 視触診＋超音波 筑波学園病院、庄司産婦人科小児科医院、総合病院取手協同病

院、総合守谷第一病院、守谷慶友病院、牛久愛和総合病院、つ
くばセントラル病院、龍ヶ崎済生会病院

40歳～ 56歳

昨年度、マンモグラフィ検査を受けた
　　→　視触診＋超音波
昨年度、マンモグラフィ検査を受けていない
　　→　視触診＋超音波＋マンモグラフィ 総合病院取手協同病院、総合守谷第一病院、守谷慶友病院、牛

久愛和総合病院、つくばセントラル病院、龍ヶ崎済生会病院57歳以上 昨年度、マンモグラフィ検査を受けていない
　　→　視触診＋超音波＋マンモグラフィ

　【子宮がん検診】　自己負担金 ： １，２００円
年齢区分 受けられる検査 登録医療機関

20歳以上 子宮頸部の細胞診
（＋該当者のみ子宮体部の細胞診） 茨城県の「子宮がん検診登録医療機関」

※年齢区分の年齢は、平成21年３月31日時点の年齢です。
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『
わ
く
わ
く
赤
ち
ゃ
ん

　

ふ
れ
あ
い
教
室
』

　

参
加
者
を
募
集
！

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習

を
行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ

合
っ
た
り
保
育
者
か
ら
日
々
の
子
育

て
の
話
や
出
産
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞

い
た
り
し
て
楽
し
く
交
流
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
仲
間
同
士

で
共
感
し
合
え
る
『
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
』
を
行
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
男
子
、
女
子
中
学
生

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
29
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン　

　

タ
ー

▼
内
容

①
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

②
保
育
者
か
ら
の
子
育
て
体
験
話

③
妊
婦
体
験

④
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
中
学
生

▼
定
員
＝
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

▼
申
込
期
限
＝
７
月
11
日
㈮

▼
費
用
＝
無
料

健
康
な
か
ら
だ
は
、
食
事
か
ら

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
健
康

維
持
・
増
進
の
た
め
の
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

『
肥
満
予
防
』
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
控

え
め
で
も
満
腹
感
の
あ
る
料
理
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
18
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
会
場
＝
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー

・
袋
煮

・
大
根
と
桜
え
び
の
ス
ー
プ

・
け
ん
ち
ん
炒
め

▼
費
用
＝
１
人　

２
０
０
円

▼
定
員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

　

場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
７
月
11
日
㈮

※
な
お
、こ
の
教
室
は
こ
の
後
９
月
、

　

10
月
、
11
月
、
お
よ
び
平
成
21
年

　

２
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

　

く
は
実
施
前
月
の
広
報
で
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

コ
ア
ラ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

初
め
て
の
料
理
に
親
子
で
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

８
月
に
も
別
の
メ
ニ
ュ
ー
で
開
催

し
ま
す
。両
方
の
参
加
が
可
能
で
す
。

▼
対
象
者
＝
３
歳
以
上
の
未
就
学
児

　

と
そ
の
保
育
者
（
対
象
外
の
お
子

　

さ
ん
を
お
連
れ
の
場
合
は
必
ず
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
＝
７
月
23
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン　

　

タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー

・
コ
ー
ン
の
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
み
そ
汁

・
じ
ゃ
こ
サ
ラ
ダ

・
豆
腐
入
り
み
た
ら
し
団
子

▼
費
用
＝
１
人　

２
０
０
円

▼
定
員
＝
10
組
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

▼
申
込
期
限
＝
７
月
９
日
㈬

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

料
理
を
通
し
て
、
食
を
伝
え
て
い

く
こ
と
か
ら
食
育
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
ぜ
ひ
夏
休
み
の
一
日
を
親

子
で
料
理
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
様
の
メ
ニ
ュ
ー
で
８
月

に
も
伊
奈
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象
者
＝
小
学
生
と
そ
の
保
育
者

（
対
象
外
の
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の

場
合
は
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
＝
７
月
31
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン　

　

タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー

・
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

・
き
ゅ
う
り
の
サ
ラ
ダ

・
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン

▼
費
用
＝
１
人　

２
０
０
円

▼
定
員
＝
10
組
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
）

▼
申
込
期
限
＝
７
月
16
日
㈬

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
教
室
の

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
は
…

　

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎ 

25 - 

２
１
０
０

献
血
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
期
日
＝
7
月
７
日
㈪

・
午
前
の
部

　

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所
＝
谷
和
原
庁
舎
玄
関
前

・
午
後
の
部

　

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

場
所
＝
と
り
せ
ん　

み
ら
い
平
店

◆問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

料
理
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！
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　いつまでもイキイキとした生活を送るために、「介護予防」（介護が必要な状態にな
らないようにすること）に取り組んでいきませんか？シルバーリハビリ体操指導士が
介護予防のために考えられた【いきいきヘルス体操】（日常生活に欠かせない動作を
楽に行えるようにするもので、座りながらでもできる体操）や【いきいきヘルスいっ

　誰でも簡単に自宅でもできますので、体力に自信がない方も安心して参加できます。仲間を
つくりたい方や気分転換したい方、１回だけ参加したい方も大歓迎です。皆さんのご参加をお
待ちしています！
※　生き活きクラブは、豊・谷井田・三島地区、小張・板橋・東地区、谷和原地区の３つの日

常生活圏域を４カ月単位で巡回して開催しています。

 ≪対   象  者≫   市内に住んでいる65歳以上の方
 ≪定 　　員≫  50人　　※定員になり次第終了しますのであらかじめご了承ください。
 ≪送　　 迎≫  あり　（送迎希望者が９人以上の場合）
　　　　　 　　※送迎できる人数に限りがあります。停留所・時間は後日お知らせします。

 ≪参  加  費≫    無料
 ≪申し込み先≫  介護福祉課（伊奈庁舎１階）窓口または電話でお申し込みください。
　　　　　　　 ☎58‐2111（内線1173）
 ≪申込期間≫   ６月23日（月）～７月18日（金）（土・日を除く）
　　※　簡単な体操ですが、病気にかかられている方は、念のためかかりつけの医師に参加の可否をご確認ください。

　　※　お申し込みいただいた方には、後日詳しいお知らせを郵送します。

回 開催日時 開催場所 開催時間

第１回目 ８月５日（第１火曜日）

小絹コミュニティセンター

午前９時45分～ 11時30分

　（受付は９時15分から開始し、

　体操前に血圧測定を行います）

第２回目 ８月19日（第３火曜日）

第３回目 ９月２日（第１火曜日）

第４回目 ９月16日（第３火曜日）

第５回目 10月７日（第１火曜日）

第６回目 10月21日（第３火曜日）

第７回目 11月４日（第１火曜日）

第８回目 11月18日（第３火曜日）

～　介護予防一般高齢者施策　～

 生
い

 き
き

 活
い

 き
き

 ク ラ ブ

◆問い合わせ先

　伊奈庁舎介護福祉課
　☎ 58 - 2111（内線1173）

ぱつ体操】(体の柔軟性を高めたりする体操)を８回コースで行います。肩こり・腰痛・
ひざ痛・転倒などの予防を一緒に楽しく取り組んでいきましょう。

募集します
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
　７月７日㈪　14日㈪
　　   21日㈪　28日㈪
            31日㈭
　 
読み聞かせ会（虹の会）
　７月12日㈯
　　午後２時　小学生まで
　　大人の方もどうぞ。

おはなし会
 　６月28日㈯

　　午後２時
　　３歳～７歳くらい

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

　　人権コーナーを設置しました
　ひと口に「人権」と言いますが、憲法で保障され

る「基本的人権」は、実際にはさまざまな形で表れ

ます。

　図書館では、「人権」について、利用者の方により

よく知っていただくために、人権に関する本を集め

たコーナーをつくりました。

　場所は、雑誌コーナーの隣になります。どうぞご

利用ください。

　本の一部を紹介します。

「この顔でよかった」　藤
ふじ

井
い

　輝
てる

明
あき

著　ダイヤモンド社

「セクシュアルハラスメントをしない、させないための防止マニュアル」
　青
あお

木
き

　孝
たかし

著　小学館

「ワーキング・プア」　デイヴィッド・Ｋ．シプラー 著　岩波書店
「人権の絵本　１」　岩

いわ

川
かわ

　直
なお

樹
き

 文　大月書店

・・・世界の国の絵本を集めてみました・・・

　世界のたくさんの国の絵本を集めてみました。

　手にとって読んでいただければ、どの国の絵本か

わかると思います。

　親子で世界を旅してみませんか？

「きつねのホイティ」　シビル・ウェッタシンハ 作
　福音館書店（スリランカ）

「ラージャのカレー」　国
くに

松
まつ

　エリカ 作　

　偕成社（インド）

「げんきなマドレーヌ」　Ｌ・ベーメルマンス作画　福音館書店（フランス）
「マトリョーシカちゃん」　加

か

古
こ

　理
さと

子
し

文・絵　福音館書店（ロシア連邦）

「いぬとねこ」　ソ・ジョンオ・再話　光村教育図書（大韓民国）
「ちいさいおうち」　バージニア・リー・バートン著　岩波書店（アメリカ合衆国）

　　　　　　　　　※お願い※　

　図書館の資料は市民の皆さまの財産です。最近、利用した本をそ
のままにされることが多くあります。
　館内で利用した図書館の資料は、元の場所にお戻しください。
　図書館のご利用のすべての方が、快適にご利用いただけますよう
皆さまのご協力をよろしくお願いします。
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募

集

し

ま

す

情
報

お知らせ
Information－ －

問
申

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

▼
入
居
資
格

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
（
持

　

ち
家
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
で
き

　

ま
せ
ん
。）

②
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
あ
る
方

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

　

親
族
が
あ
る
方

④
市
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

　

方
⑤
収
入
基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
（
基

　

準
額
月
額
20
万
円
以
下
）

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑦
そ
の
他
諸
条
件
あ
り

▼
募
集
戸
数
＝
1
戸　

▼
場
所
・
間
取
り
＝
秋
葉
山
住
宅（
狸

　

穴
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
＝
所
得
と
家
族
構
成
に
よ
り

　

変
動

▼
募
集
期
限
＝
７
月
7
日
㈪

▼
入
居
開
始
予
定
日
＝
８
月
１
日
㈮

▼
決
定
方
法
＝
所
得
が
低
く
住
宅
に

　

困
っ
て
い
る
度
合
い
の
高
い
方
を

　

選
考
し
決
定
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
新
規
採
用

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
事
務
職
員

▼ 

職
種
＝
事
務
職
員
（
身
体
に
障
が

い
が
あ
る
方
を
含
む)

新
規
採
用
市
職
員
を

募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名

▼
受
験
資
格
＝
高
校
・
短
大
・
大
学

　

卒
程
度
（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

◎
保
健
師

▼
職
種
＝
保
健
師

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
受
験
資
格
＝
保
健
師
有
資
格
者

　
（
資
格
取
得
見
込
者
も
含
む
）

※
各
受
験
資
格
と
も
平
成
20
年
４
月

１
日
現
在
満
30
歳
未
満
の
方

▼
申
込
期
間
＝
７
月
1
日
㈫
〜
７
月

　

31
日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
試
験
日
・
会
場

・
９
月
21
日
㈰
＝
茨
城
大
学

・
９
月
22
日
㈪
お
よ
び
24
日
㈬
＝
市

　

役
所
・
伊
奈
庁
舎

　
　
　

伊
奈
庁
舎
人
事
課

　
　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
　
（
内
線
１
２
２
０
〜
１
２
２
２
）

▼
職
種
＝
調
理
員

▼
職
務
内
容
＝
給
食
調
理
作
業
、
食

　

器
具
類
の
洗
浄
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
2
人
程
度

▼
勤
務
時
間
＝
平
日
午
前
８
時
〜
午

　

後
5
時
（
１
日
6
時
間
以
内
）

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー

▼
受
験
資
格
＝
健
康
で
作
業
が
で
き

　

る
方

▼
申
込
期
間
＝
6
月
19
日
㈭
〜
30
日

　　

㈪　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
試
験
日
＝
申
込
受
付
終
了
後
、
後

　

日
連
絡

▼
雇
用
期
間
＝
8
月
25
日
㈪
〜
平
成

　

21
年
３
月
末
（
更
新
有
）

▼
時
給
＝
８
9
０
円　

※
通
勤
手
当

　

別
途
支
給

　
　
　

伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
57
‐
５
７
０
１

つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
祭

嘱
託
職
員
を
募
集

し
ま
す

申
問

　

多
く
の
方
に
文
化
祭
へ
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
テ
ー
マ
を

募
集
し
ま
す
。

（
例
）
平
成
19
年
度　
『
参
加
し
よ

　

う　

市
民
の
芸
術
文
化
』

▼
応
募
資
格
＝
ど
な
た
で
も
応
募
で

　

き
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
に
よ
る

【
テ
ー
マ
募
集
】

　

も
の
と
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
未

　

発
表
の
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

(

１
人
３
作
品
ま
で
）

▼
応
募
期
限
＝
７
月
31
日
㈭

▼
応
募
方
法
＝
次
の
い
ず
れ
か
の
方

　

法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
生
涯
学
習
課
窓
口
へ　

応
募
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

●
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

　

作
品
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

　

別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

　

次
の
あ
て
先
に
提
出

《
ハ
ガ
キ
の
場
合
》

　

〒
３
０
０
‐
２
４
９
２

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
加
藤
２
３
７

　

文
化
祭
実
行
委
員
会　

あ
て

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
》

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

52
‐
６
０
２
５

　

文
化
祭
実
行
委
員
会　

あ
て

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》

　

s
y
o
u
g
a
i-g
0
1
@
c
ity

.

tsukubam
irai.lg.jp

　

文
化
祭
実
行
委
員
会　

あ
て

▼
審
査
＝
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
審

　

査
を
行
い
、
採
用
作
品
を
決
定

▼
そ
の
他

●
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
採
用
作
品
の
著
作
権
は
、
文
化
祭

　

実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

●
採
用
作
品
は
つ
く
ば
み
ら
い
市
文

　

化
祭
の
テ
ー
マ
と
し
て
使
用
し
ま

　

す
。

【
参
加
者
募
集
】

　

平
成
20
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
文

化
祭
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
・

個
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格
＝
市
内
で
文
化
活
動
を

し
て
い
る
団
体
・
個
人

▼
参
加
部
門
・
会
場

●
発
表
の
部
（
団
体
の
み
）　

舞
踊
・

　

民
謡
・
コ
ー
ラ
ス
・
ダ
ン
ス
な
ど

    

会
場　

世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

●
展
示
の
部（
団
体
・
個
人
）　

手
芸
・

　

書
道
・
写
真
・
陶
芸
・
生
け
花
な
ど

   

会
場　

谷
和
原
公
民
館
・
世
代
ふ

　

れ
あ
い
の
館
・
す
こ
や
か
福
祉
館

▼
期
日
＝
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

▼
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
（
生
涯
学

　

習
課
・
伊
奈
公
民
館
・
谷
和
原
公

　

民
館
備
え
付
け
）
を
提
出

▼
申
込
期
限
＝
７
月
31
日
㈭

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課
内

　
　
　

文
化
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

☎
58
‐
２
１
１
１

申
問
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会
員
は
、
ピ
ア
ノ
初
心
者
か
ら
経

験
者
の
方
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
講
師
か
ら
ピ
ア

ノ
の
指
導
を
受
け
、
互
い
に
意
見
の

交
流
を
図
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
一
度
見
学
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

▼
会
場
＝
伊
奈
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
日
時
＝
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜　

日
の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
費
＝
月
会
費
２
千
円

問 

南み
な
み

☎
58
‐
２
８
３
２

　

  

加か

藤と
う

☎
58
‐
５
７
１
２

受験種目 ２等陸海空士（男子） ２等陸海空士（女子） 一般曹候補生 航空学生
受験資格 採用予定月の１日現在、

18歳以上27歳未満の男子

採用予定月の１日現在、18

歳以上27歳未満の女子

平成21年４月１日現在、18

歳以上27歳未満の者

平成21年４月１日現在、18歳以

上27歳未満の者
受　　付 年間を通じて募集 ８月１日㈮～９月10日㈬ ８月１日㈮～９月10日㈬ ８月１日㈮～９月10日㈬

試験期日 受付時にお知らせします。９月28日㈰ １次：９月20日㈯　
２次：10月9日㈭～
　　　16日㈭の間の１日

１次：９月23日㈫　
２次：10月18日㈯～ 23日㈭の
　　　 間の１日　
３次：11月15日㈯～ 12月12 日
　　　㈮の間に指定する日

場　　所 受付時にお知らせします。別途各人に通知します。 受付時にお知らせします。 別途各人に通知します。

▼
試
験
日

・
第
１
次
試
験
＝
９
月
7
日
㈰　

・
第
２
次
試
験
＝
10
月
16
日
㈭
〜
23

　

日
㈭
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

▼
試
験
種
目

・
第
１
次
試
験
＝
教
養
試
験
、
適
性

　

試
験
お
よ
び
作
文
試
験

・
第
２
次
試
験
＝
人
物
試
験
お
よ
び

身　

体
検
査

▼
採
用
日
＝
平
成
21
年
４
月
１
日
㈬

　

関
東
信
越
国
税
局　

人
事
第
二
課

試
験
係

☎
0
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
５
、２
０
９
７
）

裁
判
所
事
務
官
Ⅲ
種
を

募
集
し
ま
す

▼
受
付
期
間
＝
7
月
15
日
㈫
〜
23
日

　

㈬
▼
受
験
資
格
＝
昭
和
62
年
4
月
2
日

　

か
ら
平
成
3
年
4
月
1
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

▼
試
験
日

・
第
1
次
＝
9
月
14
日
㈰

　

教
養
・
適
性
試
験
（
択
一
式
）、　

　

作
文
試
験

・
第
2
次
＝
10
月
中
旬
〜
下
旬

　

口
述
試
験
（
個
別
面
接
）

　
　
　

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
人
事
第
一
係

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
４
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.courts.go.jp/

　　　　　自衛官を募集しています

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
６
4
）

※
県
営
住
宅
等
公
的
な
賃
貸
住
宅
情

　

報
窓
口

▼
県
営
住
宅
＝
㈶
茨
城
住
宅
管
理
協

　

会　

　

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
３
３
５
５

▼
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
（
公
社
管
理

　

分
）
＝
茨
城
県
住
宅
供
給
公
社　

　

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
３
９
７
４

▼
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
（
Ｊ
Ａ
管
理

　

分
）
＝
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

　

会
茨
城
県
本
部　

　

☎
０
２
９
‐
２
１
９
‐
１
１
１
８

▼
職
種
＝
税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
62
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
3
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

▼
試
験
の
程
度
＝
高
等
学
校
卒
業
程

　

度
▼
申
込
書
請
求
先
＝
最
寄
り
の
税
務

　

署
総
務
課
、
関
東
信
越
国
税　

局

　

人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
関
東

　

事
務
局

▼
受
付
期
間
＝
６
月
24
日
㈫
〜
７
月

　

1
日
㈫
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）

　

 

人
事
院
関
東
事
務
局

☎
0
４
８
‐
７
４
０
‐
２
０
０
６
〜
８

〒
３
３
０
‐
９
７
１
２

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

　

心
１
‐
１ 　

さ
い
た
ま
新
都
心

　

合
同
庁
舎
１
号
館

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
を

募
集
し
ま
す

自衛隊龍ヶ崎地域事務所 ☎０２９７‐64‐３３５１

高
年
ク
ラ
ブ
小
張

　

け
や
き
会
会
員
募
集

　

高
年
ク
ラ
ブ
小
張
け
や
き
会
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ

や
踊
り
な
ど
色
々
な
趣
味
を
一
緒

に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
定
例
会
＝
２
ヵ
月
に
１
回
第
２

　

木
曜
日
に
開
催

▼ 

会
場
＝
き
ら
く
や
ま
す
こ
や
か

福
祉
館
大
広
間

▼
対
象
者
＝
小
張
地
区
在
住
の
60

　

歳
以
上
の
方

▼
会
費
＝
入
会
金
２
０
０
円
、
月

　

会
費
２
０
０
円

▼
昼
食
代
＝
５
０
０
円

　

 

多た

田だ

☎
58
‐
７
１
０
５

 

大
人
の
ピ
ア
ノ
教
室

 

参
加
者
募
集

ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
応
募
方
法
＝
申
込
書
な
ど
関
係
書

　

類
を
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

　

る
市
町
村
担
当
課
（
谷
和
原
庁
舎

　

生
涯
学
習
課
）
へ

　

  

県
女
性
青
少
年
課
青
少
年
Ｇ

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
８
３

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

７
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
７
月
10
日
㈭
〜
14
日
㈪

申
問
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

「
い
ば
ら
き
若
者
塾
」

　

参
加
者
募
集

　

茨
城
県
で
は
、
郷
土
茨
城
づ
く
り

に
貢
献
す
る
地
域
青
年
リ
ー
ダ
ー
養

成
の
た
め｢
い
ば
ら
き
若
者
塾｣

を
実

施
し
、そ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限
＝
６
月
30
日
㈪

▼
募
集
人
員
＝
20
人
程
度

▼
参
加
費
＝
10
万
円

▼
応
募
資
格
＝
県
内
に
在
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
す
る
18
歳
以
上
40
歳

　

未
満
の
方

▼
研
修
期
間
＝
８
月
〜
平
成
21
年
３
月

▼
研
修
内
容
＝
国
内
研
修
（
８
日　

　

間
）、
海
外
研
修
（
６
日
間
）

※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ
に
続

き
ま
す
。

問

問

問

問
申

申申

問

問
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太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
て
い

る
家
庭
を
訪
問
し
、
設
置
業
者
の
関

連
会
社
を
装
い
、「
設
置
業
者
は
倒
産

し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
ロ
ー
ン
を
解

約
さ
せ
、
手
数
料
を
取
る
と
い
う
詐

欺
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
「
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
助
言
が
あ
っ
た
」
と
解
約
を

要
求
す
る
業
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
７
‐
73
‐
１
１
５
１

　

ご
家
族
お
友
達
お
誘
い
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
会
場
は
駐

車
場
が
狭
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
徒

歩
や
自
転
車
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
７
月
６
日
㈰

　

          

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
＝
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー

▼ 

内
容
＝
お
は
な
し
会
「
た
ん
ぽ
ぽ

け
っ
と
」、
小
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
演
奏
ほ
か

▼
主
催
＝
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会

▼
後
援
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
お
よ
び

　

市
教
育
委
員
会 　
　
　
　
　
　

　

  

高た
か

橋は
し

☎
52
‐
７
５
２
４

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
つ
く
ば
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
３
６
‐
１
１
０
９

③
印
鑑

　

 

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１(

内
線
１
１
５
３
）

　

難
病
患
者
福
祉
手
当
は
、
原
因

不
明
で
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い

な
い
難
病
疾
病
患
者
の
方
の
、
心

身
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

目
的
の
た
め
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方

で
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
当
は
、
申
請
に
基
づ
き

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
支
給
要
件
＝
茨
城
県
発
行
の｢

一

　

般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証｣　

　

を
持
っ
て
い
て
、
市
内
に
住
民

　

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
が
あ

　

る
こ
と

▼
支
給
額
＝
月
額
１
千
円

※
申
請
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
手
当
は
毎
年
3
月
に
当
該
年
度

　

分
を
支
給
（
口
座
振
込
）
し
ま
す
。

▼
申
請
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
社
会
福

　

祉
課
窓
口

▼
必
要
書
類
等

①
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

②
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
ゆ
う

　

ち
ょ
銀
行
口
座
は
ご
利
用
で
き

　

ま
せ
ん
。）　

問就
農
相
談
日
の

　
　

設
置
の
お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

つ
く
ば
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
町
村
、
農
業
委
員
会
、

農
業
協
同
組
合
な
ど
と
連
携
し
て
、

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
と
考
え
る

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
就
農

相
談
日
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

労
働
相
談
の
ご
案
内

　

労
働
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
悩

ん
で
い
な
い
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
相
談
を
、
専
門
の
相
談
員
が
、

面
談
あ
る
い
は
電
話
で
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

 

県
南
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
（
毎

週
木
曜
日
の
み
）

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
８
５
２
０

右
記
以
外
の
平
日
は
、

い
ば
ら
き
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
３
３
‐
１
５
６
０

子
育
て
マ
マ
再
就
職

　

支
援
事
業
に
つ
い
て

　

茨
城
県
で
は
、
育
児
な
ど
の
た
め

に
離
職
し
た
女
性
の
再
就
職
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
内
に
居

住
す
る
女
性
で
利
用
資
格
を
満
た
す

方
を
対
象
に
、
再
就
職
の
た
め
の
職

業
訓
練
受
講
費
用
の
２
分
の
１
の
額

を
、
10
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

 

県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
６
４
５

問

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

労
働
力
調
査
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間
で
す

　

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
住

む
た
め
に
は
、
対
策
工
事
だ
け
で
は

な
く
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
大

雨
の
時
の
注
意
・
早
め
の
避
難
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

  

県
土
木
部
河
川
課
ダ
ム
砂
防
室

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
４
９
５

　
「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の

就
業
の
状
況
を
調
べ
る
調
査
で
す
。

就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
経
済
対
策
や
雇
用
失
業
対
策
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
内
に
お
い
て
「
労

働
力
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が

調
査
対
象
地
区
内
の
各
世
帯
に
名
簿

づ
く
り
の
た
め
に
お
伺
い
し
ま
す
。

伊
奈
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ
・
伊
奈
ひ
ば
り
会

合
同
発
表
会

　

軽
や
か
な
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
＝
７
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

　

開
演

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ

　

い
の
館

　

  

廣ひ
ろ

瀬せ

☎
58
‐
６
３
４
１

こ
の
名
簿
を
も
と
に
調
査
世
帯
が
選

ば
れ
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら

す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
世
帯

に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

     

県
企
画
部
統
計
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
４
９

難
病
患
者
福
祉
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

小
絹
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

助
言
を
口
実
に
、
解
約

手
数
料
を
要
求
す
る
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問問

問

問 問

問
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７月保健カレンダー
１ 火 健康増進室利用講習会　午前９時～
２ 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
３ 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～
４ 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
５ 土 健康増進室利用講習会　午後１時～

６ 日
みらい健診①(予約制)　午前６時30分～ 10時
　場所：伊奈保健センター

７ 月
移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
　場所：古箸営農研修センター

８ 火
ひよこ広場　午前10時～ 11時30分
　場所：谷和原公民館

　対象：生後１～ 12カ月の乳児と保護者

９ 水

ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
離乳食教室(予約制）  前半：午後１時～２時
   　 　　　　　　　　　　　　　　　 　後半：午後２時30分～３時30分

　場所：伊奈保健センター

10 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

11 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

13 日 健康増進室利用講習会　午後１時～

15 火
２歳児歯科健診　午後1時～２時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成18年５・６月出生児

16 水

ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
２歳児歯科健診　午後1時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成18年５・６月出生児

17 木 ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～

18 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

22 火
こころの健康相談 (予約制)  午後１時30分～３時30分
　場所：谷和原保健福祉センター

23 水

コアラクッキング教室(要申込)　午前10時～
　場所：谷和原保健福祉センター

ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前11時～
健康増進室利用講習会　午後６時30分～

24 木

育児相談(予約制)　午前10時～ 11時30分
　場所：谷和原保健福祉センター

ミニ教室【チューブ運動】　午前11時～
３～４カ月児健診　午後１時～２時
　場所：谷和原保健福祉センター

　対象：平成20年３・４月出生児

25 金

ミニ教室【バランスボール】　午前11時～
３～４カ月児健診　午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター

　対象：平成20年３・４月出生児

26 土
パパ・ママ教室(予約制)　午前９時～
　場所：谷和原保健福祉センター

　対象：ご夫婦で参加できる方

31 木
親子クッキング教室(要申込)　午前10時～
　場所：谷和原保健福祉センター

＜健康増進室利用について＞

●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。
●申 込 日　６月23日㈪～受付開始
　　　　　　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
　都合により休講、または変更になる場合があります。
●定 員　肩こり・腰痛教室、チューブ運動教室17人
　　　　　　　バランスボール教室14人（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参 加 費　１００円（免除制度あり）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。

　★健康増進室の利用時間
　　・火～土曜日：午前９時～午後８時30分
　　・日　曜　日：午前９時30分～午後７時30分
　　※月曜日は休室になります。

申し込み先・お問い合わせ先

　　健康増進課(谷和原保健福祉センター内）
　　 　　　☎ 25 - ２１００
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休日当番病院（７月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

７月６日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111
13日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
20日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223
21日㈷ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
27日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

小児科救急当番病院（７月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（７月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 火 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波、愛高、高野台
２ 水 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波、愛高、高野台
３ 木 根柄、久保、鎌田 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田

４ 金 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田

５ 土 － －
６ 日 － －
７ 月 野堀、伊奈東 福田地区、出山、赤松、小島新田
８ 火 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口、高岡、大山
９ 水 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
10 木 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
11 金 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
12 土 － －
13 日 － －
14 月 狸穴、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
15 火 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
16 水 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木
17 木 大和田、伊奈東 青古新田、豊体
18 金 大和田、伊奈東 －
19 土 大和田、伊奈東 －
20 日 － －
21 祝 － －
22 火 板橋 －
23 水 板橋 －
24 木 板橋 －
25 金 板橋 －
26 土 － －
27 日 － －
28 月 南太田 －
29 火 南太田 －
30 水 南太田 －
31 木 南太田 －

※谷和原地区のくみとりは、㈱シイナクリーン☎ 48‐2336になります。

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日　程

　７月１日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           ８日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
　　　15日㈫　法律相談(司)…保健福祉センター
　　    16日㈬　心配ごと相談…すこやか福祉館
                                 〃                保健福祉センター 
 　　   22日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
　
　法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）
　　　　　　　　　　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

行政相談

教育相談
　市では、次の２カ所で教育相談を行ってい
ます。
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・
友人関係・受験・カウンセリングなど何でも
結構ですのでご利用ください。
　来所相談のほか、電話相談も受け付けてい
ます。
　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　●相談員　羽

は

田
た

　暁
さとる

　さん（元小絹中学校校長）

　「道路の案内標識が見えにくい」「郵便ポストが

近くにない」など毎日の暮らしの中で、困ってい

ることはありませんか？ぜひご相談ください。

　日　　時　７月17日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　谷和原保健福祉センター　会議室

　　また、随時相談を受け付けています。
　　問合せ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3
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水道漏水修理当番（７月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 火 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲福新設備工業 52 - 5011

２ 水 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
３ 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲片見設備工業 52 - 5804
４ 金 原信田建設㈱ 58 - 0018 常陸管工 52 - 5579
５ 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 4854
６ 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
７ 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常磐興業㈱ 52 - 2203
８ 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常総土木工業㈱ 52 - 5357
９ 水 松本工業㈱ 58 - 2187 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
10 木 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈱豊島産業 52 - 3335
11 金 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲福新設備工業 52 - 5011
12 土 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
13 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲片見設備工業 52 - 5804
14 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579
15 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷原建設㈱ 52 - 2298
16 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷口設備工業 52 - 2619
17 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
18 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常総土木工業㈱ 52 - 5357
19 土 いなほ工業㈱ 58 - 0382 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
20 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
21 祝 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011
22 火 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲川口商事 52 - 3286
23 水 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲片見設備工業 52 - 5804
24 木 中村建設㈱ 58 - 1717 常陸管工 52 - 5579
25 金 ㈱山田組 58 - 2351 谷原建設㈱ 52 - 2298
26 土 成島建設㈱ 58 - 1131 谷口設備工業 52 - 2619
27 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常磐興業㈱ 52 - 2203
28 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 常総土木工業㈱ 52 - 5357
29 火 中村建設㈱ 58 - 1717 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
30 水 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
31 木 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011

火災・救急統計

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

５月分
1件
　1件
3件
5件

　５月分
17件
67件
　16件
100件

20年分
4件

　2件
10件
16件

　20年分
85件
385件

　102件
572件

７月の納税など
固 定 資 産 税　　　第 ２ 期
保 育 料　　　７ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　７ 月 分
水 道 使 用 料　　　５ 月 分
下 水 道 使 用 料　　　５ 月 分
農 集 排 使 用 料　　　５ 月 分
コ ミ プ ラ 使 用 料　　　５ 月 分
住 宅 使 用 料　　　７ 月 分
地 　 代　　　７ 月 分

☆納期限は７月31日㈭です。

７月の日曜日開庁の
　　　　お　知　ら　せ
谷和原庁舎
（第１・第３日曜日）  ６日・20日

伊 奈 庁 舎 
 （第２・第４日曜日） 13日・27日

開庁時間：午前８時30分から正午まで
業務内容：下記の窓口業務
【税務関係】
納税証明書、所得証明書、評価証明書、
軽自動車車検用納税証明書などの発行、
市税・各種使用料および手数料など（納
付書持参の場合のみ）の収納
【住民関係】
戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証
明書、印鑑登録および印鑑証明書などの
発行
◆問い合わせ先
市民窓口課　☎58-2111
伊 奈 庁 舎（内線1111 ～ 1115）
谷和原庁舎（内線8110 ～ 8114）

音声による広報紙を始めます！
　市のホームページ上で、音声による広報紙を始めます。これは、ボラン
ティア団体『朗読グループかたくり』の方々が、声の広報として「広報つ
くばみらい」などの市の発行物を音声で訳し、目の不自由な方々に社会福
祉協議会を通して無料で貸し出しているカセットテープをお借りし、ホー
ムページ上で公開するものです。なお、このサービスの開始は６月末ごろ
を予定しています。

みらい平駅にパンフレットラックを設置！
　「広報つくばみらい」、「議会だより」、「観光ガイドマップ」などを置いたパ
ンフレットラックを設置しました。設置場所は切符売り場の反対側です。
　駅にお立ち寄りの際は、ぜひご活用ください。

※おわびと訂正
　平成20年２月分の火災統計に誤りがあ
りました。正しくは、建物１件、その他
１件、計２件になります。訂正しておわ
びします。
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つくばみらいの

学校紹介
第13回～谷原小学校～

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

　　　　　　       学校大好き　ともだちいっぱい　みんななかよし　
　つくばみらい市立谷原小学校は、大正４年「鹿島村西楢戸尋常小学校」、大正11年「鹿島

尋常高等小学校」、昭和13年「谷原尋常高等小学校」を経て、昭和22年に「谷原村立谷原小

学校」と改称されました。現在の校舎は、昭和59年に建築され、平成３年に増築、体育館は

平成18年度に大規模改築工事が行われました。学校の名称や校舎の増改築など幾多の変遷を

たどり、現在の谷原小学校があります。市谷和原庁舎や谷和原学校給食センター、谷和原中

学校にも隣接しており、各機関との連携を図るための利便性に優れた所にあるといえます。

　校庭の南側に石柱の通用門があり、西側の正門近くには、二宮金次郎の石像が、学

習に対する姿勢を子どもたちに示すかのように建てられています。新しいものの中に、

古き時代のものがしっかりと残され、受け継がれている学校です。

　谷原小学校は、現在７学級で児童数１４８人が在籍しており、総勢18人の教職員で

指導にあたっています。非常勤ＴＴ講師、特別支援教育支援員、理科支援員が配置さ

れましたので、児童一人一人へのきめ細かな指導やより専門的な指導の充実が図れる

と考えています。

　平成20年度は、学校経営の重点として４つの課題を設定し、具体的施策を立てて取り組んでいます。　

　１つ目は、「基礎学力を身につけ、自ら学ぶことのできる児童を育成する」ことです。本校では、基礎基本の定着と学習意欲

の向上を図るため国語と算数の「級別検定」を行っています。学習すればしただけそれが結果となって表れることを児童は

自覚し、努力をするようになってきています。また、心と脳の活性化を図るため「毎朝10分間の読書」に取り組んでいます。

　２つ目は、「いたわりや感謝の心をもち、友だちと協力する児童を育成する」ことで

す。縦割り班活動を「給食」「遊び」「清掃」に積極的に取り入れ、異学年交流を図っ

ています。

　３つ目は、「心身ともに健康で、安全に行動できる児童を育成する」ことです。体育

の時間はもとより、業間運動も季節に応じて行っています。４月から10月は「ドッジ

ボール」、11月から12月は「マラソン」、１月から３月は「縄跳び」を実施し、体力

の向上を図っていきます。

　４つ目は、「家庭や地域との連携を深め、地域に根ざした教育体制づくりに努める」

ことです。今年度は、５月８日に地域の方々にお手伝いをしていただき全校児童で田

植えを行いました。１年生と６年生、２年生と５年生、３年生と４年生が組んで一緒

に植えました。６年生は、６回目の田植えということもあり、「米プロ」の方からもお

褒めの言葉をいただきました。

　「学校大好き　ともだちいっぱい　みんななかよし」は、谷原小学校の合い言葉です。
だれもが「楽しい学校」であるように、児童も職員も保護者も、そして地域の方々も、

みんなで考え、協力し、実践している学校です。

ドッジボールで体力向上

全校生徒で田植え

あいさつ・読書のようす

谷原小マスコット“やわらっこ”


